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フランス子会社における事業構造改善について 

 

 

住友理工株式会社（本社：愛知県小牧市、社長：西村義明）の防振ゴム事業子会社 Anvis Group GmbH

（以下「Anvis 社」、本社：ドイツ連邦共和国シュタイナウ市）は、傘下のフランス現地法人 Anvis 

France Decize S.A.S. （以下「Decize 社」）について、不採算部門を縮小し、フランス国外に移管

することを柱とする事業構造改善の検討を進めてまいりました。このほど Anvis 社は、本年４月か

ら行っていた労使協議等の手続きを終え、Decize 社の事業縮小に伴う退職従業員の処遇等に関する

取り扱いを決定し、同社事業の一部移管にかかる手続きを進めることと致しましたので、お知らせ

致します。 

 

 Decize 社は、欧州経済の悪化によるフランス自動車メーカーの減産の影響で 2010 年から営業赤

字が続いております。厳しい経営環境の中、将来の持続的成長に向けた体制を整備する目的で、自

動車用部品事業の Anvis 社ルーマニア拠点（SC Anvis Rom SRL）への移管とグループ内供給を目的

とした練りゴム事業の強化を柱とした事業構造改善を検討してまいりました。今般の決定により、

自動車用部品事業の移管は 2015 年 3 月に完了し、Decize 社の従業員数は 2014 年 1 月時点の 451

名から約 300 名に減少する予定です。この結果、Decize 社で行っていた自動車用部品事業は、ルー

マニア拠点と合わせて、2015 年から黒字化することを見込んでおります。 
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